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取引費用の経済学

 企業分析を行う上で，企業が置かれている環境（業界）による差異
というものが大きく影響する場合が多くみられる。

⇒ 経営戦略分析の重要性

 取引費用の経済学（Coase[1937]，Williamson[1975]）
 なぜ，企業は多角化を行うのか？市場が完全であれば企業の多角化は必

要でないのではないか？企業の境界はどのように決まるのか？

 （市場における）取引には何らかのコストが発生しており，そのコストを最小
化するように企業の境界は定まっているのでは？

 情報の非対称性が大きな影響を与えている。

 取引費用の経済学のエッセンスのみを手短かにまとめます。
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仮定と基本要因

 仮定

 限定合理性

 人々は合理的であろうと意図されているが，その能力には限界があり，合理
性は限定的でしかありえない。

 機会主義

 人々は情報の格差を利用し，自分の利益のために悪徳的に行動する可能
性がある

 基本要因

 不確実性

 取引の頻度

 資産特殊性（関係特殊的投資）

 取引の当事者にとっては重要なものであっても，その他の人々にとっては価値が
ない（きわめて低い）ものであること。
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取引費用の発生

不確実性 限定合理性

不完備契約

契約前の機会主義
（虚偽表明）

契約後の機会主義
（ホールドアップ問題）

丸山 雅祥 『経営の経済学』 （有斐閣）より引用

少数主体間の交渉

資産特殊性
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取引費用とは？

 契約前の取引費用

 取引契約は限定合理性と不確実性ゆえに不完備にならざるを得ない。

 不完備の度合いを低くするためにも，互いに契約内容を調査をするコ
ストがかかる。

 契約後の取引費用

 契約締結後も契約履行を監視するコストがかかる。

 契約締結後，履行が不完全であるときも，資産特殊性があるときには
契約の解除を行うことができないこともある。（再交渉のコスト）

 これらを合わせて取引費用とよばれる。
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簡単な例

 Ａ社（金属部品会社）はＢ社（自動車会社）に金属部品Ｐを価格100で10
個製造し，販売する契約を結んだ。このＰの製造には特殊な機械が必要
であり200の投資が必要である。

 このとき，Ｂ社は値下げの要求をしないだろうか？

 このとき，Ａ社はＢ社の値下げ要求を見込んで適切な投資よりも少ない投資し
か行わないということはないだろうか？

 この部品が使用頻度の高い，重要な部品であったときにはＢ社の値下げの交
渉力はどうだろうか？

 特殊機械への投資額がより大きな場合にはＡ社の交渉力はどうだろうか？

 違約金の設定はどのようにすればよいのか？

 これらが市場取引による取引コストとなる。
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市場取引コストと組織内取引コスト

7市場取引
100％

組織内取引
100％

市場取引の
取引コスト

組織内取引の
取引コスト

総コスト

最適
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